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まかわら 

八
月
十
五
叫
 

L
n

l
 

（
木）
』
晴
、
 

十
時
、
市
民
文
 

l
に
、
 一
 
化会
館
に
お
い
 

J
1
 
1
て
盆
の
十
五
日
 

1
 
P」ー
一
 
を
ね
ら
っ

て
出

一
 
稼
協

会
の
総
会

が
開
か
れ
る
。
 

四
十
八
年
度
の
事
業
報
告
の

な
か
で
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
 

の
が
、
両
親
出
稼
児
童
生
徒
激

励
会
の

一
駒
で
あ
る
。
出
席
児

童
三
三
七
名
と
な
っ

て
 
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
留
守

家
庭
の
 
児童
は
、
お
じ
い
 さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
 
い
る
の
は
 
ょ
い
方
で
、
 

親
類
、
知
人
宅
に
預
け
ら
れ
た

り
、
な
か
に
は
上
が
中
学
生
と

な
る
と
、
子
供
た
ち
だ
け
の
自
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じ
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
 

（昭和羽年9月10日第 3種郵便物認可） ①
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炊
生
活
も
あ
る
。
市
で
は
学
校

当
局
に
 
お願
い
す
る

と
と
も

に
、
福
祉
事
務
所
の
巡
回
や
安

全
確
保
の
た
め
に
消
防
パ
ト
ロ
 

ー
ル
を
実
施

（
こ
の
場
合
、
目

立
た
な
い
よ
う
に
普
通
人
の
服

装
に
変
え
る
な
ど
細
心
の
気
を

配
っ
て
い
る
）
 
して
い
る
が
、
 

こ
の
両
親
出
稼
家
庭
の
漸
増
傾

向
に
は
行
政
の
力
不
足
を
ま
ざ

ま
ざ
見
せ

つ
け
ら
れ
る
思
い
で

あ
‘る
。
 

ま
た
出
稼
者
自
身
を
め
ぐ
る
 
 

問
題
も
き
び
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
市
対
策
室
の
窓
口
調
査
に

よ
れ
ば
、
四
十
代
が
三
一
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に
五
十

代

の
「
九
％
、
六
十
代
の
 
九

％
、
七
十
代
の
一
％
を
加
え
る

と
、
中
、
高
年
層
が
六
〇
％
と

い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
。
 

な
お
、
四
十
八
年
度
の
当
市

の
出
稼
中
の
死
亡
者
数
は
心
臓

病
二
名
、
脳
溢
血

一
名
の
計
1
1
1
 

名
、
四
十
九
年
度
で
は
す
で
に

脳
溢
血
二
名
、
自
殺
一
名
を
出
 
 

し
て
お
り
、
問
題
の
深
刻
化
を
 

示
唆
し
て
い
る
。
 

私
は
言
っ
た
 

出
稼
者
六

千
人
を
推
定
さ
れ
る
事
態
は
ま
 

こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
出
稼
を
 

朗

噂
魂

」
の
場
合
、
農
業
サ
 

て
ゆ
私
に
農
は
す
 
、
本
 
。
事
 
出
 
深

ゆ
る
は
ほ
業
べ
 
る
知
寸
出
態
 
稼
 
刻

く
 
農
田
ん
 
セ
 
タ
 
こ
 
業
策
稼
は
 
者
 
化

決
主
園
 
と
 
ン

1
 
と
 
サ
 
で
を
 
ま
 
六
 
を
 

イ
ド
で
出
稼
を
な
く
す
る
こ
と
 

~
 
美
喫
富
蓄
今
竺
夢

-
-
:
'
-
-
 
;
'

0
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歯E芳
問
 

，
 
と
行
い
 
る
 
こ
 
。
そ
な
場
は
あ
 
れ
 
。
題
 

’
し
わ
、
。
こ
 
新
れ
 
く
 
合
基
る
 
る
 
の
 

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
べ
タ
ー
 

で
あ
る
と
思
う
。
新
農
業

セ
ン
 

タ
ー
の
存
在
も
こ
こ
に
ほ
ん
と
 

う
の
意
義
が
あ
る
。
私
は
田
園

都
市
を
望
み
、
い
わ
ゆ
る
農
主
 

工
従
政
策
を
実
行
し
て
ゆ
く
決
 

意
で
あ
る
 

と
。
 

た
R
す
る
こ
と
は
基
本
対
策
で
 

C 

おめでとう 新成人 

ことしの市の成人式が、月遅れお盆の 8月 14日、華や

かにおこなわれました。’ことし成人を迎えたのは、市が誕

生した昭和29年に生まれた587人（男264人、女 3 

23人）。会場の市民文化会館には、夏にふさわしい軽装

で200人ほどが出席、佐々木市長らの励ましをうけ、互

いにおとなの仲間入りを祝福しあいました。 



み
な
さ
ん
に
お
礼
 

前
年
度
を
上
回
る
 
市
税
収
納
 

開会式風景（市庁舎前で） 

郷土の姿を確めよう 

施設見学会の参加を受付け 

ンと き 9 月H日（水）午前9時半から 

ン申込み 9 月7 日までハガキに住所、氏名、年齢、職業を 

書いて市情報課にお申込みください。 

レ見学コース 市庁舎前（出発）～西北五衛生処理センター～ 

広域新農業センター～飯詰ダム～津軽フラワーセンター～学校給 

食センター～元町浄水場～三道会館～の順です。 

ンお 昼 各自ご持参願います。 

「
議
響
鰍
榔載
継
馴
 

』
 

館『⑨回東北サイクりングラり一 

朝日に銀輪を輝やかせて 

、, 

ク
美
し
い
自
然
の
な
か
で
、
 

た
く
ま
し
く
は
ば
た
こ
う
4
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
十
回
「
東
北

②
 
サ
イ
ク
リ
ソ
グ
ラ
リ
ー
」
 
は
、
 

八
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
主

会
場
の
五
所
川
原
に
東
北
六
県

を
は
じ
め
東
京
、
埼
玉
な
ど
か

ら
の

特
別
参
加
を
含

め
お
よ

そ
三
百
五
十
人
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
 
 

し
た
，
 

十
七
日
朝
、
青
森
市
民
文
化

セ
ン
タ

ー
を
ス
タ
ー
ト
し
た

一

行
は
、
中
山
山
脈
を
横
断
す
る
 

五
所
川
原
ま
で
の
四
十
キ
ロ
を

走
破
、
午
後
一
一
蒔
す
ぎか
ら
市

庁
舎
前
で
開
会
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

二
日
目
は
、
五
所
川
原
を
発

っ
て
柏
村
の
 
「日
本
最
古
の
り
 

ん
ご
の
樹
」
を
見
学
、
弘
前
公

園
ま
で
の
四
十
四
キ
ロ
、あ
わ
せ

て
八
十
四
キ
ロを
走
り
抜
き
ま
し

た
。
 

開
会
式
は
、
県
別
に
入
場
行

進
し
た
あ
と
、
東
北
サ
イ
ク
リ

ン
グ
協
議
会
長
の
横
山
新
二
郎

氏
が
大
会
の
あ
い
さ
つ
、
青
森

県
サ
イ
ク
り
ン
グ
協
会
会
長
の

佐
々
木
栄
造
氏
が
 
「サ
イ
ク
リ
 
 

ス
ト
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て

友
情
と
相
互
の
信
頼
を
深
め
よ

う
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
の
べ

ま
し
た
。
 

ラ
リ
l
に
は
、
仙
台
市
か
ら

七
十
ニ
歳
の
二
関
孝
信
さ
ん
も

参
加
、
若
者
に
劣
ら
ぬ
健
脚
を

ふ
る
っ
て
関
係
者
を
喜
こ
ぱ
せ

ま
し
た
．
 

四
十
八
年
度
の
市
税
に
つ
い

て
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
の

深
い
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
 

前
年
度
以
上
の
成
績
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
、
紙
上
を
持
っ
て
厚

く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

な
お
、
四
十
八
年
度
の
市
税

の
収
納
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
 

◇
市
税
（
個
人
、
法
人
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
十

一
税
目
の
合
計
）
 

△
調
定
額
V
 
六
億
五
千
五
 
 

百
五
十
八
万
六
千
五
百
九
十
八

円
 △

収
納
額
V
 
六
億
四
千
八

百
六
十
三
万
七
百
五
十
六
円
 

（
収
納
率
 
九
八
・

九
九

％
、
前
年
度
比
〇
・
」
勇
増
）
 

◇
国
民
健
康
保
険
税
 

八
調
定
額
V
 
二
億
六
百
十

六
万
二
千
四
百
六
十
円
 

△
収
納
額
V
 
一
億
九
千
八

百
七
十
二
万
八
千
三
百
二
十
円
 

（収
納

率
 
九
六
・

三
九

％
、
前
年
度

比
〇
・
六
四

％

増
）
 

（毎月 1日 15日発行） 

三
百
五
十
人
が
走
破
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瞬
 

県
道
、
福
山
ー
五
所
川
原
線
の
旧
十
川
に
か
か
る
「
、
 

鎌
谷
橋
」
が
、
新
し
く
か
け
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
近
 

、
‘
一了
！
二
．.'
.
．ニ
ノ
二ぐ、
、
二
．
く
了
《I
f？
・
 

大
切
で
す
。
 

》
 

も
し
、
手
帳
が
な
い
場
合
で
 
『
 

．
 
ー
 

J
 

1
1ー 
ノ
 
、
 

〈
 

も
「
雇
入
契
約
書
」
を
書
い
て
 

凸

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

o
 《
 

事
業
所
の
現
場
の
責
任
者
か
 
、
 

ら
仕
事
の
注
意
と
か
決
ま
り

（
 

)
 

就
業
規
則
）
を
よ
く
聞
く
ょ
う
 

（
 

③ 

は

V
 

十
人
以
上
の
事
業
所
は
、
必

ず
作
る
 
こと
に
 な
っ
て
い
ま

す
。
 

就
業
規
則
は
、
い
つ
で
も
確
 

，
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

し
 
ハ
・
 

、
 

△
就
業
規
則
 
、
 

(
 

~
 

》
 

(
 

~
 

》
 

（
 
ハ

仕
事
場
に
 

に
し
て
く
だ
さ
 

、
 

◇
着
い
た
ら
家
族
に
連
絡
を
◇
 

く
着
工
さ
れ
ま
す
。
 

車
 
両
 

人
、
自
転
車

・
・
 

こ
の
た
め
、
 「
鎌
谷
橋
」
は

さ
る
八
月
二
十
五
日
か
ら
歩
行

者
、
自
転
車
を
除
い
た
車
両
の

通
行
止
め
が
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
か
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
は
う
回
路
廿
見
取
図
参
照

廿

を
ご
利
用
願
い
ま
す
。
車
両
の
 

、
 
滞
皿
‘
課
灘
盛
，
 

姦
「
難
＞

、
」
多
 

一
響
，
 

)
 （

 

到
着
し
た
こ
 

》
  

と
を
、

ま
ず
家
 

(
 

族
に
 
知
らせ
る
 
よう
に
し
よ
 

~
 

う
。
 

<
 

)
 

う
に
．
 

を
は
っ
き
り
メ
モ
し
て
お
く
よ

仕
事
場
の
住
所
と
電
話
番
号
 

~
  

事
業
所
の

責
任
者
に
 
た
ず
 

通
行
止
め
は
、
明
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

「
鎌
谷
橋
」
の
か
け
替
え
工

事
は
、
五
所
川
原
土
木
事
務
所

の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
総
工
費

八
千
八
十
二
万
余
円
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト
永
久
橋
。
橋
の
延
長
三
 

・

？

シ
こ
、

、
二
．く
こ

二
？
二
こ
、

、二
一I
’
；
二
？
二

J
、

‘
 

ね
、
賃
金
と
か
残

業
な
ど
 
の

労
働
条
件
が
職
業
安
定
所
の
話

し
と
あ
っ
て
い
る
か
、
確
か
め

る
よ
う
に
し
よ
う
。
 

も
し
、
話
し
が
違
っ
て
い
る

場
合
は
、
紹
介
し
た
職
嘆
安

定

所
に
連
絡
す
る
こ
と
。
 

就
労
先
に
着

い
て
か
ら

、
 

 
、
 

四
日
以
内
で
あ
れ
ば
編
り

の
旅

費
は
、
事
業
所
心
出
し
て
も
ら

え
ま
す
。
働
く
条
件
を
確
か
め

た
ら
、
 「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
 

の
な
か
に
書
い
て
お
く
こ
と
が
 

五
十
年
歌
会
始
の
お
題
は
、
 

「
祭
り
」
と

定
め
ら
れ

ま
し

た
。
 

歌
句
に
「
祭

（
さ
い
）
」
と

よ
み
込
ん
で
も
よ
く
、
活
用
形

と
し
て
用
い
て
も
よ
い
。
ま
た
 

「
ま
つ
る
」
と
 
い
う
文
字

を

用
い
て
も

さ
し
つ
か
え

あ
り

ま
せ
ん
。
祭
り
の
情
景
が
 
う

た
い
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
 「
祭
 
 

り
」
の
文
字
が
な
く
て
も
け
っ

こ
う
で
す
。
 

▽
詠
進
の
要
領
 

自
作
の
歌
で
ひ
と
り
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
 

用
紙
は
半
紙

（
習字
用
の
半

紙
が
よ
い
）
と
し
、
毛
筆
で
白

書
し
て
く
だ
さ
い
。
 

書
式
は
、
半
紙
を
ふ
た
つ
折

り
に
し
、
右
半
面
に
 お
題
と

歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名

（
 

本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生

年
月
日

・と
職
業
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
 （
職業
は
具
体
的
に
）
 

▽
詠
進
の
期
間
 

九
月
一
日

ー
十
月
十
一
日

▽
あ
て
先
 

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一

番
一
号
、
宮
内
庁

（
郵
便番
号
 

」
  〇
〇
）
 

 

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
疑
問
の
点
や
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
直
接
「
宮
内

庁
式
部
職
」
あ
て
に
、
住
所
と

氏
名
を
書
き
二
十
円
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
九

月
末
日
ま
で
照
会
し
て
く
だ
さ
 

、
 
。
 

三
歳
児
の
 

集
団

検
診
 

▽
該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん

市
内
に
住
ん
で
い
る
三
歳
児

▽
と
き
 
九
月
六
日
、
九
月

二
十
日
。
い
ず
れ
も
午
後
「
時

か
ら
。
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

十
七
・
八
「

M
。
車
道
七

M
、
 

両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
り
M幅
の
歩

道
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
 

新
橋
の
早
期
完
成
の
た
め
、
 

車
両
の
通
行
止
め
な
ど
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
金
山
、
水
野
尾
、
松

島
団
地
の
バ
ス
路
線
も
う
回
路

線
に
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
運
行

ダ
イ
ヤ
は
平
常
ど
お
り
で
す
。
 

》

着
い
た
り
 

・パ 

● ． .―二 

ク“、 
●二●＝・ 

、リク 
●ニ・．= 
ク“心 

’ニ” 

う
回
路
を
 

…
・
・
仮
橋
を
 

詠進歌を募集 

◇◇宮内庁◇◇ 

お題は「祭り」 
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スライドァ プ・支給  

5 6 7 8 9 10 11 121  2'3  

I  
△ 	 ど】、 

年金額改定 支給  
（今回に限り 9 月分も 9 月 6 月に支給｝ 

おしらせ 清
掃
を
し

て
美
し

い
環
境
に
 

④
 

支 払 月 
3.6.9.11 

国民年金の
福祉年金 

支 払 月 
1.5.9 

九
月
二
十
四
日
の
 

「
清
掃
の
日
」
を
ご

ぞ
ん
じ
で
す
か
。こ
」
 

の
日
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
で
き
た
、
廃

棄
物
処
理
お
よ
び
晴

掃
に
関
す
る
法
律
の

施
行
を
記
念
し
て
設
 

け
ら
れ
た
日
で
す
。
 

こ
の
日
を
は
さ
ん
で
 

九
月
二
十
「
日
か
ら
 

二
十
七
日
ま
で
が
「
環
境
衛
生

週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
み
な
さ
ん
が

住
ん
で
い
る
町
内
な
ど
に
、
地
 
 

域
全
体
の
大
そ
う
じ
を
実
施
す
‘
 

る
ほ
か
、
公
園
、
観
光
地
、
行

楽
地
な
ど
多
数
の
人
寿
が
集
ま

る
場
所
の
清
掃
を
徹
底
し
ま
す

大
そ
う
じ
の
と
き
は
、
出
し

た
ご
み
が
路
上
に
山
積
み
さ
れ

た
り
、
自
常
の
清
掃
作
業
に
さ

し
さ
わ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
市
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

食
中

毒
の
季

節
で

す
 

ま
た
、
ね
ず
み
や
は
え
な
ど

の
防
除
を
徹
底
す
る
こ
と
も
、
 
 

運
動
の
 
ね
ら
い
の
 
ひ
と
つ
で

す
。
赤
痢
、
チ
フ
ス
、
 コ
レ
ラ

な
ど
の
伝
染
病
を
発
生
さ
せ
た

り
ワ
イ
ル
病
、
食
中
毒
な
ど
の

病
原
菌
を
媒
介
す
る
ね
ず
み
や

衛
生
害
虫
を
徹
底
し
て
防
除
し

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
う
し

た
特
定
期
間
に
だ
け
行
う
の
で

は
な
く
、
い
つ
で
も
継
続
し
て

実
施
し
た
い
も
の
で
す
。
 

た
と
え
ば
海
や
山
、
公
園
な

ど
に
で
か
け
た
場
合
で
も
そ
こ

に
ご
み
を
散
ら
か
し
っ
ぱ
な
し

に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
が
環

境
衛
生
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。
 

紙
く
ず
、
た
ぱ
こ
の
吸
い
が

ら
は
、
ご
み
容
器
、
吸
い
が
ら

入
れ
に
捨
て
ま
し
よ
う
。
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
住
ん

で
い
る
地
区
の
衛
生
に
、
さ
ら

に
市
町
村
、
県
、
国
全
体
の
環

境
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
清
掃

で
美
し
い
環
境
づ
く
り
、
国
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

清
潔
な

環
境

で
国
体

を
 

と
こ
ろ
で
、
本
県
で
は
昭
和

五
十
二
年
に
国
民
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
あ
す

な
ろ
国
体
」
を
ひ
か
え
て
、
親

切
に
す
る
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
な
ど
と
並
ん
で
「
ま
ち
や

む
ら
を
清
潔
に
す
る
運
動
」
が

県
民
運
動
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
運
動
に
参
加
、
協
力

し
、
清
潔
な
美
し
い
環
境
で
国

体
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

【
り
・
 

稲
の
登
熟
期
に
入
る
と
ス
ズ
 

メ
追
い
「
爆
音
器
」
の
使
用
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
使

用
の
場
所
や
時
間
に
よ
っ
て
は

付
近
住
民
の
環
境
を
害
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
「
爆
音
器
」
の
取
り
付
け

は
、
で
き
る
だ
け
住
宅
地
か
ら

離
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
夜
間
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
 

わ
た
し
た
ち
が
、
清
潔
で
快

適
な
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、
 

廃
棄
物

（
ご
み
）
を
手
早
く
そ

し
て
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。
 

‘
ド
」
戸・

 

は

「
・
 

の
貝
の
名
前
 

、
 

夏休みに採集した「動植物の名前を調べる会」が 8月18日、国連青少年の

家に30人の小、中、高校生が参加しておこなわれました。津軽植物の会（木

村啓会長）などが主催し、同会の自然観察指導員の指導でおこなつたもので

す。会場には、真っ黒に日焼けした中学生や父兄につきそわれた幼稚園児も

集まり、海岸で拾ってきたという貝殻や山で採集した昆虫や珍しい植物をい

っぱい持ってき、指導員に正しい名前をつけてもらったり、標本のつくり方

などを聞き熱心にメモをしていました。 

あなたの改定された年金はいっ支払われるか 
7 8 9 10 11  12 

I方り多 
乙、 	八 

' 

国民年金 

▽国民年金の支給月は，3月、 6 月、 9 月、 11月まで、それぞれ

前の 3 カ月分が支払われるたてまえですが、 11月に支払われる年金

だけは 9 月、 10月、 11月の 3 カ月分と なります．▽福祉年金の

支給月は、  1月、 5 月、、9 月で、それぞれ前の 4 カ月分が支払われる

たてまえですが、ことしに限って 9 月に 5 月、 6月、 7 月‘、 8月、 9 

月分が支給されます。 
...ー 	~ 	~ 	~●・●・・~ 	~ 

ス
ズ

メ
追

い
爆
音

器
 

住

宅
地

か
ら

離
し

て
 

市政ダイヤル 
そのョの 

行事や予定は 

か⑤4321 

広
 
報
 
の
 
早
 期
 
配
 
布
 に
一
」
協
 
力
 
く
 
た
 さ
 
い
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